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今月の表紙：静寂に包まれる大歩危峡・小歩危峡
場所：徳島県三好市 https://www.mirokukai.ne.jp/

四国会企画
足摺の生態系をリアルに再現した
高知県立足摺海洋館「SATOUMI」

事務所訪問
塚原喬税理士事務所

ミロク会計人会連合会＆単位会　
定期総会報告

日本のアニメーションの魅力
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シリーズ企画

ミロクシステムQ&A
『会計大将』

ミロク会計人会からのお知らせ

植田 卓新会長ご就任のご挨拶
金子 秀夫先生ご退任のご挨拶 2

ミロク会計人会連合会



新
会
長
就
任
挨
拶

ミ ロ ク 会 計 人 会 T O P I C S

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
　
新
会
長
　
植
田
　
卓

こ
の
た
び
、
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
植
田
卓
（
う
え
だ

た
か
し
）
で
ご
ざ
い
ま
す
。
前
任
の
金
子
秀
夫
先
生
に
引
き
続
き
、
連
合
会
の
発
展
に
努

力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
私
の
自
己
紹
介
を
簡
単
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
私
は
第
二
次
世
界
大
戦
後

の
復
興
途
上
に
大
阪
市
北
区
で
生
ま
れ
育
ち
、
昭
和
56
年
の
第
31
回
試
験
に
合
格
し
て
翌

57
年
に
開
業
し
、
今
は
大
阪
市
北
区
中
之
島
で
開
業
し
て
い
ま
す
。

事
務
所
を
開
業
し
た
こ
ろ
は
、
財
務
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
も
ま
だ
発
展
途
上
で
、
ど
の
ベ
ン

ダ
ー
の
シ
ス
テ
ム
に
す
る
か
迷
っ
た
の
で
、
と
り
あ
え
ず
自
分
で
財
務
シ
ス
テ
ム
を
組
ん

で
様
子
を
み
る
こ
と
に
し
、
平
成
3
年
に
シ
ス
テ
ム
の
将
来
性
か
ら
M
J
S
シ
ス
テ
ム
の

ユ
ー
ザ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
の
会
計
人
会
は
、
ユ
ー
ザ
ー
に
な
る
と
自
動
的
に
入
会
と
な
り
会
費
も
徴
収
し
て

い
な
か
っ
た
の
で
、
逆
に
会
員
と
し
て
の
意
識
も
特
に
な
く
、
活
動
に
は
特
に
参
加
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

い
つ
頃
か
ら
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
記
憶
は
曖
昧
な
の
で
す
が
、
お
そ

ら
く
10
年
は
経
っ
て
い
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
そ
の
後
、
平
成
16
年
に
高
松
で
開
催
さ

れ
た
全
国
統
一
研
修
会
で
前
々
会
長
の
平
川
忠
雄
先
生
に
偶
然
お
目
に
か
か
り
、
税
経
シ

ス
テ
ム
研
究
所
に
誘
わ
れ
、
会
計
人
会
の
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に
も
参
画
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

さ
て
、
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
は
、
各
地
域
に
組
織
さ
れ
て
い
る
11
の
ミ
ロ
ク
会
計

人
会
の
連
合
会
と
し
て
組
織
さ
れ
て
お
り
、M
J
S
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
全
国
の
税

理
士
・
公
認
会
計
士
の
業
務
改
善
と
職
域
拡
大
を
は
か
る
た
め
、
各
地
域
の
ミ
ロ
ク
会
計

人
会
の
意
見
統
一
や
指
導
・
助
言
な
ど
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

連
合
会
は
各
地
域
の
会
計
人
会
の
会
長
を
副
会
長
と
す
る
と
と
も
に
、
総
務
、
シ
ス
テ

ム
開
発
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
広
報
、
研
修

の
各
委
員
会
を
設
け
て
様
々
な
活
動
を
し
て
お

り
、
そ
の
委
員
に
は
各
会
計
人
会
か
ら
就
任
を

受
け
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
連
合
会
の
組
織
は
、
各
地
域
の
会

計
人
会
と
委
員
会
と
が
、
タ
テ
糸
と
ヨ
コ
糸
の

関
係
と
し
て
繋
が
っ
て
お
り
、
こ
の
両
者
が
相

乗
的
に
活
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
活
発
な

活
動
が
期
待
さ
れ
る
わ
け
で
、
そ
の
タ
テ
糸
と
ヨ
コ
糸
と
の
関
係
が
会
員
の
皆
さ
ま
に
見

え
る
よ
う
に
、
よ
り
効
果
的
な
運
営
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
最
近
、
組
織
の
運
営
に
と
っ
て
見
過
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
傾
向
が
見
え
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
会
員
数
が
想
定
よ
り
も
伸
び
悩
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は

組
織
の
維
持
に
と
っ
て
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
対
応
を
誤
る
と
、
組
織
の
存
続
が
危
ぶ
ま

れ
る
結
果
を
招
き
か
ね
ま
せ
ん
。

新
た
な
ユ
ー
ザ
ー
に
対
し
て
会
計
人
会
に
入
会
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
を
発
信
で
き
て

い
な
け
れ
ば
、
新
入
会
員
は
増
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
会
の
活
動
が
会
員
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

て
い
な
け
れ
ば
、
退
会
を
選
択
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
解
決
が
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
と
い
え
ま
す
。

ま
ず
は
、
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
が
、
会
員
に
と
っ
て
ど
う
い
う
活
動
が
必
要
な
の
か
と
い

う
原
点
に
立
っ
て
、
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス
と
共
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

改
め
ま
し
て
、
先
生
方
の
事
務
所
の
ご
発
展
と
ご
健
勝
、
株
式
会
社
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー

ビ
ス
の
ご
清
栄
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
会
員
先
生
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

2月刊税理士事務所CHANNEL



ミ
ロ
ク
会
計
人
会 

入
会
の
ご
案
内

退
任
の
ご
挨
拶

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会

前
会
長
　
金
子 

秀
夫

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
は
、
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー

ビ
ス
（
以
下
、M
J
S
）
の
シ
ス
テ
ム
を
ご

利
用
の
税
理
士
・
公
認
会
計
士
の
先
生
方
で

組
織
さ
れ
た
職
業
会
計
人
の
任
意
団
体
で
す
。

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
に
は
全
国
11
の
単

位
会
と
5
つ
の
委
員
会
が
組
織
さ
れ
て
お
り
、

職
業
会
計
人
の
社
会
的
地
位
の
向
上
と
そ
の

顧
問
先
企
業
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
活

動
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

本
会
に
入
会
さ
れ
る
と
、
以
下
の
特
典
が

あ
り
ま
す
。

⑴ 

M
J
S
税
経
シ
ス
テ
ム
研
究
所
・
客
員

研
究
員
な
ど
の
講
師
に
よ
る
認
定
研
修

会
な
ど
の
無
償
も
し
く
は
会
員
特
別
料

金
で
の
受
講
サ
ー
ビ
ス

⑵ 

M
J
S
シ
ス
テ
ム
や
税
法
な
ど
に
関
す

る
実
務
的
な
研
修
サ
ー
ビ
ス　

⑶ 

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
の
シ
ス
テ
ム
開
発
委

員
会
を
通
し
て
、M
J
S
へ
シ
ス
テ
ム
要

望
や
提
言
な
ど
を
提
示
で
き
る

⑷ 

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
紹
介
手
数
料
制
度
を

通
し
、M
J
S
と
と
も
に
顧
問
先
の
経
営

支
援
が
で
き
る

⑸ 

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
『
会

員
の
部
屋
』
に
ア
ク
セ
ス
し
、
事
務
所

経
営
な
ど
に
役
立
つ
情
報
満
載
の
委
員

会
の
成
果
物
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
や
会
員
限

定
で
利
用
で
き
る
掲
示
板
を
使
い
、
会

員
同
士
の
情
報
交
換
が
可
能
に
な
る

⑹ 

「
M
J
S
の
ミ
リ
ョ
ク
! 

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
作
成
サ
ー
ビ
ス
」
を
利
用
し
、
さ
ら

に
本
会
と
M
J
S
の
バ
ナ
ー
を
自
所
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
貼
っ
て
い
た
だ
く
と

M 

－

m
a
r
t（
M
J
S
の
サ
プ
ラ
イ

商
品
購
入
サ
イ
ト
）
で
ご
利
用
い
た
だ

け
る
M

－

m
a
r
t
ポ
イ
ン
ト
を
毎
月

2
0
0
0
円
分
も
ら
え
る
※

⑺ 

業
務
提
携
先
で
あ
る
エ
ヌ
エ
ヌ
生
命
保
険

株
式
会
社
よ
り
M
J
S
会
計
ソ
フ
ト
の

財
務
デ
ー
タ
と
連
動
し
て
、
簡
単
に
顧

問
先
様
の
リ
ス
ク
分
析
が
で
き
る
「
リ

ス
ク
分
析
ソ
フ
ト
」
を
ご
希
望
者
に
無

償
で
提
供
し
て
も
ら
え
る

⑻ 

同
じ
M
J
S
の
シ
ス
テ
ム
を
使
う
会
計

事
務
所
同
士
の
情
報
交
換
・
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
、
拡
大
で
き
る

入
会
を
ご
希
望
の
方
、
ま
た
は
本
会
に
つ

い
て
も
っ
と
詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い

方
は
、
本
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

w
w
w
.m
irokukai.ne.jp/

）
を
ご
覧
に
な

る
か
、M
J
S
各
支
社
・
営
業
所
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

此
の
度
の
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会 

第

47
回
定
期
総
会
を
も
ち
ま
し
て
、
任
期
を
満

了
し
退
任
い
た
し
ま
し
た
。
平
成
28
年
7
月

の
就
任
以
来
、
会
員
の
皆
様
は
じ
め
、
連
合

会
・
単
位
会
の
役
員
各
位
、
さ
ら
に
㈱
ミ
ロ

ク
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
会
長
様
、
社
長
様
、
職

員
の
方
々
、
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
等
、
多
く
の

皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
誠
に

有
り
難
く
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

就
任
時
の
ご
挨
拶
で
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

ミ
ロ
ク
会
計
人
の
寄
っ
て
立
つ
業
務
基
盤
は
、

わ
が
国
の
中
小
企
業
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
日

本
経
済
を
下
支
え
し
、
民
間
雇
用
の
70
％
を

確
保
し
て
い
る
中
小
企
業
に
寄
り
添
い
、
経

営
を
維
持
発
展
さ
せ
る
よ
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
は
存
在
し
、
そ
の
こ

と
で
社
会
的
使
命
を
果
た
し
て
い
る
も
の
と

考
え
ま
す
。
社
会
経
済
は
進
化
し
て
い
き
ま

す
が
、
こ
の
よ
う
な
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
の
存

在
意
義
は
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
な
い
と
思
料

し
ま
す
。

残
念
な
が
ら
任
期
の
後
半
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
に
見
舞
わ
れ
、
全
国
的
に

活
動
が
制
限
さ
れ
て
全
国
統
一
研
修
会
の
開

催
で
さ
え
、
そ
の
影
響
を
受
け
る
事
態
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
組
織
拡

大
、
財
政
確
立
な
ど
の
基
本
的
な
課
題
が
解

決
で
き
な
い
ま
ま
バ
ト
ン
を
引
き
継
ぐ
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
新
執
行
部
に
は
斬
新
な
企

画
で
こ
れ
ら
の
課
題
へ
の
お
取
組
み
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

世
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
真
只
中
、
電
帳
法
も

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
も
そ
の
一
端
で
す
が
、
Ｍ

Ｊ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
と
い
う
強
力
な
武
器
を
駆
使

し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

末
筆
と
な
り
ま
す
が
、
Ｍ
Ｊ
Ｓ
社
と
会
計

人
会
の
一
層
の
ご
発
展
、
さ
ら
に
会
員
皆
様

の
ご
健
勝
、
ご
清
栄
を
祈
念
申
し
上
げ
、
退

任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※本特典の対象サービスは、「ミリョク! ホームページ作成サービスStandard」と「ミリョク！ホームページ作成サービスPremium」です。
「ミリョク! ホームページ作成サービスLite」は対象外です。また、バナーとはマークを押すだけでサイトにリンクする看板広告です3 月刊税理士事務所CHANNEL



1
0
0
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ

日
本
ア
ニ
メ
の
原
点

2
0
1
7
年
、
一
般
社
団
法
人
日
本
動
画

協
会
は
日
本
の
ア
ニ
メ
1
0
0
周
年
を
記
念

し
て
「
ア
ニ
メ 
N
E
X
T

－

1
0
0
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
活
動
分
野

の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
ア
ニ
メ
大
全
」
で
、
10

月
22
日
を
「
ア
ニ
メ
の
日
」
と
し
て
日
本
記

念
日
協
会
に
正
式
登
録
し
ま
し
た
。1
9
5
8

年
、
日
本
ア
ニ
メ
の
成
長
の
原
点
と
も
言
え

る
作
品
、
日
本
初
の
総
天
然
色
長
編
ア
ニ
メ

ー
シ
ョ
ン
映
画
『
白
蛇
伝
』
が
公
開
さ
れ
た

日
に
因
ん
で
記
念
日
と
し
た
そ
う
で
す
。
こ

の
作
品
か
ら
、
杉
並
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
の
展
示
を
も
と
に
日
本
ア
ニ
メ
の

発
展
の
変
遷
を
辿
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。『
白

蛇
伝
』
の
制
作
を
手
掛
け
た
の
は
東
映
動
画

（
現
・
東
映
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
）。
当
時
、
ア

メ
リ
カ
に
後
れ
を
と
っ
て
い
た
日
本
の
ア
ニ

メ
業
界
を
発
展
さ
せ
〝
東
洋
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
〞

を
目
指
そ
う
と
発
足
し
た
制
作
会
社
で
、
制

作
効
率
が
悪
く
経
営
基
盤
も
弱
か
っ
た
従
来

の
個
人
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
形
態
か
ら
、
ア
メ

リ
カ
同
様
の
分
業
式
の
制
作
シ
ス
テ
ム
へ
と

転
換
を
図
っ
た
こ
と
が
同
社
最
大
の
功
績
で

す
。
多
く
の
新
人
を
動
員
し
て
制
作
し
た
長

編
第
一
作
『
白
蛇
伝
』
の
美
し
く
な
め
ら
か

な
映
像
は
観
客
に
衝
撃
を
与
え
、
こ
れ
を
見

て
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
を
目
指
し
た
人
も
多
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
東
映
動
画
と
と
も
に
日
本
ア
ニ
メ

の
礎
を
築
い
た
の
が
、
手
塚
治
虫
率
い
る
虫

プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。1
9
6
3
年
1
月
、

同
社
が
手
掛
け
た
日
本
初
の
連
続
テ
レ
ビ
ア

ニ
メ
『
鉄
腕
ア
ト
ム
』
は
最
高
視
聴
率
40
％

以
上
、
平
均
視
聴
率
30
％
の
大
ヒ
ッ
ト
作
品

と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
成
功
に
注

目
し
た
テ
レ
ビ
局
や
制
作
会
社
が
ア
ニ
メ
制

作
に
参
入
、T
C
J（
現
・
エ
イ
ケ
ン
）
の

『
鉄
人
28
号
』、
東
京
ム
ー
ビ
ー（
現
・
ト
ム

ス
・
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
）
の
『
オ
バ
ケ

の
Q
太
郎
』
や
『
ビ
ッ
グ
X
』
な
ど
の
ヒ
ッ

ト
作
が
次
々
と
制
作
さ
れ
、
後
に
第
一
次
国

産
ア
ニ
メ
ブ
ー
ム
と
呼
ば
れ
る
黄
金
期
を
迎

え
た
の
で
す
。

そ
の
後
、1
9
7
0
年
代
以
降
に
は
日
本
ア

ニ
メ
の
エ
ポ
ッ
ク
と
し
て
語
ら
れ
る
作
品
が

多
数
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
そ
の

い
く
つ
か
を
順
に
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

人
間
ド
ラ
マ
あ
ふ
れ
る

S
F
ア
ニ
メ
に
若
者
が
熱
狂

1
9
7
4
年
に
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
シ
リ
ー
ズ

が
放
映
さ
れ
た
『
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
』（
讀

賣
テ
レ
ビ
、
オ
フ
ィ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
）
は
、

戦
争
の
描
写
や
重
厚
な
人
間
ド
ラ
マ
な
ど
そ

れ
ま
で
の
ア
ニ
メ
作
品
に
は
な
い
要
素
を
取

り
入
れ
た
意
欲
作
で
す
。
当
初
こ
そ
視
聴
率

が
伸
び
悩
み
半
年
で
終
了
と
な
り
ま
し
た
が
、

コ
ア
な
フ
ァ
ン
が
徐
々
に
全
国
に
広
が
り
、

再
放
送
も
さ
れ
て
人
気
が
上
昇
、1
9
7
7
年

8
月
に
劇
場
版
『
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
』
が
公

開
さ
れ
る
と
、
初
日
に
は
前
夜
か
ら
劇
場
前

に
並
ぶ
長
蛇
の
列
が
。
社
会
現
象
と
し
て
マ

日本のアニメーションの魅力
今や世界に誇るコンテンツとなった日本のアニメーション作品。毎年のようにヒット作が誕生する背景には、

多くの作家やスタッフたちの努力があります。そこで、世代を越えて、
日本のアニメーション作品のことを体系づけて学ぶことができる杉並アニメーションミュージアムを訪ね、

日本のアニメの歴史や技術力の変遷を辿ってみたいと思います。

シリーズ企画 Special issue

吉田 力雄 氏

1954年千葉県出身。78年日本大学芸術
学部放送学科卒業、（株）東京ムービー

（現・トムス・エンタテインメント）入社。
テレビシリーズ『新・巨人の星』や宮崎 
駿の監督作品『ルパン三世 カリオスト
ロの城』などの制作を担当した後、海外
共同制作作品のため現地マネージャー
と し てTMS-TAIPEIやTMS-SEOULに
駐在、国内では『それいけ！アンパンマ
ン』『ルパン三世』『名探偵コナン』他、さ
まざまな作品の制作委員会に参加。取
締役・営業管理部長兼デジタル素材制作
室長を経て、マーケティング局長、上席
執行役員、特別顧問を歴任し2020年3
月に退職、翌4月、東京工芸大学杉並ア
ニメーションミュージアム館長に。

東京工芸大学 杉並アニメーション
ミュージアム 館長
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ス
コ
ミ
が
報
じ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
大
ヒ
ッ

ト
し
ま
し
た
。

1
9
7
9
年
に
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
た
富
野

由
悠
季
監
督
の
『
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
』（
日

本
サ
ン
ラ
イ
ズ
）
も
、『
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
』

と
同
じ
く
当
初
は
い
ま
ひ
と
つ
人
気
が
出
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
各
地
で
の
再
放
送
を
通
じ

て
そ
の
面
白
さ
が
見
直
さ
れ
、
ヒ
ッ
ト
に
つ

な
が
っ
て
い
っ
た
作
品
で
す
。
宇
宙
を
舞
台

と
し
た
戦
争
に
お
け
る
リ
ア
リ
テ
ィ
に
富
ん

だ
人
間
ド
ラ
マ
と
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
「
モ
ビ
ル

ス
ー
ツ
」
と
呼
ば
れ
る
兵
器
の
一
種
と
し
て

扱
う
設
定
を
導
入
し
た
こ
と
な
ど
は
画
期
的

で
、
後
に
「
リ
ア
ル
ロ
ボ
ッ
ト
も
の
」
と
称

さ
れ
る
一
連
の
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ニ
メ
変
革
の
先

駆
け
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
バ
ン
ダ
イ
か

ら
発
売
さ
れ
た
モ
ビ
ル
ス
ー
ツ
を
再
現
し
た

玩
具
「
ガ
ン
プ
ラ
」
が
爆
発
的
に
ヒ
ッ
ト
す

る
な
ど
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
商
品
の
ヒ
ッ
ト
が

作
品
の
強
力
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が

る
先
例
を
作
っ
た
の
も
ガ
ン
ダ
ム
の
偉
業
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
後
、
現
在
に
至
る

ま
で
ガ
ン
ダ
ム
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
数
多
く
の

作
品
が
制
作
さ
れ
、
現
在
も
な
お
幅
広
い
層

に
支
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

1
9
8
0
年
代
に
産
声
を
上
げ
た

ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ

1
9
8
4
年
、
宮
崎 

駿
が
監
督
・
原
作
・

脚
本
・
絵
コ
ン
テ
を
手
掛
け
、
東
映
動
画
時

東京工芸大学 杉並アニメーションミュージアム

　日本のアニメ作品の多くが東京都杉並
区で生み出されてきたことをご存知でしょ
うか。2020年の調査によると、アニメ制
作関連会社は全国に811社あり、そのうち
149社が杉並区にあって日本一の数となっ
ています（一般社団法人日本動画協会「ア
ニメ産業レポート2021」）。吉田 力雄氏
が館長を務める杉並アニメーションミュー
ジアムは、そんな杉並区のアニメ文化を
盛り上げ、また日本アニメのこれまでの
歩みを伝える発信施設として2005年に
オープンしました。
　館内では、日本でアニメが生まれてか
ら現在までの歴史を振り返る展示やア
ニメ制作現場の再現コーナーなど、アニ
メについていろいろなことが学べる他、
1917年に公開された現存する日本最古の
コマ撮り式短編アニメ『なまくら刀（塙凹
内名刀之巻）』の一部を見ることができま
す。また、迫力ある大画面のアニメシア
ターでは、企画展と連動したアニメ作品
や国内外問わず気になる作品の傑作選な
どを上映。声優の仕事が体験できるアフ
レコブースや自分の考えたアニメを描い
てコマ撮りし、完成品を鑑賞できるデジ
タルワークショップスペースも人気です。
　残念ながら現在は建物の工事のため休
館中（12月初旬までを予定）なので、関心
がある方は営業再開後に足を運んでみて
ください。

①日本アニメの歴史が学べる展示コーナー／②
ミュージアム外観／③アニメ制作現場を再現した

「アニメができるまで」コーナー／④声優の仕事が
体験できるアフレコブース／⑤ワークショップの
様子

1

24

35
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草
創
期
の
先
人
た
ち
の
功
績
が
大
き
か
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。1
9
6
3
年
に
日
本

初
の
連
続
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
と
し
て
『
鉄
腕
ア

ト
ム
』
が
放
映
さ
れ
た
こ
と
は
既
に
お
伝
え

し
ま
し
た
が
、
当
時
、
制
作
コ
ス
ト
や
人
材

確
保
な
ど
難
問
が
山
積
み
で
、
ど
の
ア
ニ
メ

制
作
会
社
も
毎
週
30
分
枠
の
シ
リ
ー
ズ
ア
ニ

メ
の
制
作
に
は
二
の
足
を
踏
ん
で
い
ま
し

た
。
30
分
ア
ニ
メ
を
ま
と
も
に
制
作
す
る
と

1
0
0
0
万
円
か
か
る
と
言
わ
れ
、
そ
れ

に
比
べ
て
ア
メ
リ
カ
ア
ニ
メ
の
購
入
価
格
は

30
万
円
ほ
ど
。
と
て
も
太
刀
打
ち
で
き
な
か

っ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
国
産
初
の
長
編
連

続
ア
ニ
メ
を
目
指
し
て
手
塚
治
虫
が
採
用
し

た
の
は
1
秒
24
枚
必
要
な
動
画
を
8
枚
で
表

現
す
る
「
3
コ
マ
撮
り
」
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
口
だ
け
が
動
く
「
口
パ
ク
」
と
い
っ
た

「
リ
ミ
テ
ッ
ド
ア
ニ
メ
」
と
呼
ば
れ
る
手
法

と
、
同
じ
動
き
を
ス
ト
ッ
ク
し
て
使
い
ま
わ

す
「
バ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
」、
全
く
動
か
さ
な

い
「
止
め
絵
」
と
い
っ
た
技
法
で
し
た
。
な

ん
と
、
こ
れ
に
よ
っ
て
制
作
費
を
1
5
0
万

円
に
ま
で
圧
縮
で
き
た
と
い
い
ま
す
。
お
か

げ
で
『
鉄
腕
ア
ト
ム
』
以
後
は
数
多
く
の
ア

ニ
メ
作
品
が
制
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
で

き
る
こ
と
に
制
約
が
あ
る
な
か
で
い
か
に
自

然
で
い
き
い
き
と
し
た
動
き
を
演
出
す
る
か
」

と
い
う
試
行
錯
誤
の
中
で
新
た
な
技
術
が
生

ま
れ
、
表
現
の
幅
が
広
が
っ
て
い
っ
た
の
で

す
。

そ
の
あ
た
り
の
こ
と
に
つ
い
て
、（
株
）
東

京
ム
ー
ビ
ー（
現
・
ト
ム
ス
・
エ
ン
タ
テ
イ

ン
メ
ン
ト
）
で
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ニ
メ
作
品
に

携
わ
っ
て
き
た
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館
長
の
吉

田 

力
雄
氏
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。
例
え
ば
、

吉
田
氏
が
制
作
を
担
当
し
た
宮
崎 

駿
監
督

作
品
『
ル
パ
ン
三
世 

カ
リ
オ
ス
ト
ロ
の
城
』

（
1
9
7
9
年
）
は
ま
さ
に
当
時
の
日
本
ア
ニ

メ
の
技
術
の
粋
を
集
め
た
よ
う
な
作
品
。「
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
時
計
塔
が
水
し
ぶ
き
を
あ

げ
な
が
ら
沈
ん
で
水
門
が
決
壊
し
、
そ
の
後

現
れ
た
宮
殿
跡
を
水
が
流
れ
る
シ
ー
ン
で
は
、

背
景
と
作
画
の
工
夫
に
よ
っ
て
C
G
の
な
い

当
時
と
し
て
は
非
常
に
高
度
な
水
の
動
き
が

表
現
さ
れ
て
い
る
」
と
吉
田
氏
。「
た
だ
絵

の
枚
数
を
増
や
し
て
動
き
を
な
め
ら
か
に
見

せ
れ
ば
よ
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、『
動
か

し
方
』
を
工
夫
す
る
こ
と
で
リ
ア
ル
で
印
象

的
な
動
き
を
実
現
す
る
の
は
ま
さ
に
職
人
技
」

だ
と
い
い
ま
す
。
そ
の
こ
だ
わ
り
あ
れ
ば
こ

そ
、『
カ
リ
オ
ス
ト
ロ
の
城
』
が
公
開
40
年
以

上
経
っ
た
今
も
色
あ
せ
ず
フ
ァ
ン
に
支
持
さ

れ
続
け
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

映
像
表
現
と
制
作
工
程
の

両
面
で
進
む
デ
ジ
タ
ル
化

こ
う
し
て
研
鑽
さ
れ
続
け
て
き
た
技
術
や

工
夫
に
、
新
た
な
表
現
の
可
能
性
と
し
て

1
9
9
0
年
代
後
半
か
ら
加
わ
っ
た
の
が

C
G（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

末
、
当
時
の
ア
ニ
メ
作
品
と
し
て
は
破
格
の

15
万
枚
の
セ
ル
画
を
使
用
。
そ
の
1
枚
1
枚

の
細
部
ま
で
こ
だ
わ
り
抜
く
こ
と
で
実
現
し

た
圧
倒
的
な
ビ
ジ
ュ
ア
ル
表
現
は
世
界
に
衝

撃
を
与
え
ま
し
た
。

そ
し
て
1
9
9
5
年
、
押
井 

守
監
督
の

『
G
H
O
S
T 

I
N 

T
H
E 

S
H
E
L
L

／
攻
殻
機
動
隊
』（Production I.G 

制
作
）

が
日
本
ア
ニ
メ
の
地
位
を
さ
ら
な
る
高
み
に

押
し
上
げ
ま
し
た
。
電
脳
化
や
サ
イ
ボ
ー
グ

の
技
術
が
飛
躍
的
に
進
ん
だ
近
未
来
を
舞
台

に
、
実
写
の
よ
う
な
リ
ア
リ
テ
ィ
を
持
ち
な

が
ら
実
写
で
は
表
現
で
き
な
い
世
界
を
描

い
た
こ
の
作
品
は
、
米
国
ビ
ル
ボ
ー
ド
誌

（
1
9
9
6
年
8
月
24
日
号
）
の
ビ
デ
オ
売

上
ラ
ン
キ
ン
グ
で
1
位
に
。
こ
れ
は
日
本
の

映
像
作
品
と
し
て
は
初
の
快
挙
で
あ
り
、
日

本
で
は
ア
ニ
メ
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、
一
般

週
刊
誌
や
新
聞
、
テ
レ
ビ
な
ど
あ
ら
ゆ
る
メ

デ
ィ
ア
が
報
じ
、
ア
ニ
メ
が
日
本
を
代
表
す

る
文
化
で
あ
る
こ
と
が
広
く
認
識
さ
れ
ま
し

た
。

リ
ミ
テ
ッ
ド
ア
ニ
メ
に
始
ま
る

日
本
ア
ニ
メ
の
技

な
ぜ
日
本
の
ア
ニ
メ
は
こ
こ
ま
で
多
様
性

を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う

か
。
一
つ
に
は
、
制
限
さ
れ
た
環
境
・
条
件

下
で
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
表
現

技
法
を
生
み
出
し
た
日
本
の
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ

代
か
ら
の
彼
の
盟
友
で
あ
る
高
畑 

勲
が
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
『
風
の
谷
の
ナ
ウ
シ
カ
』

が
公
開
さ
れ
、
劇
場
長
編
ア
ニ
メ
と
し
て
は

久
々
の
ヒ
ッ
ト
作
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
成

功
を
受
け
、
宮
崎
・
高
畑
コ
ン
ビ
の
作
品
を

世
に
送
る
た
め
に
徳
間
書
店
の
出
資
で
設
立

さ
れ
た
の
が
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
で
す
。

同
ス
タ
ジ
オ
は
1
9
9
7
年
の
『
も
の

の
け
姫
』
で
興
行
収
入
1
9
3
億
円
を
達

成
、『
E
．T
．』
の
持
つ
日
本
映
画
界
の
最

高
記
録
を
押
し
の
け
て
歴
代
1
位
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
記
録
は
一
時
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
超

大
作
『
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
』
に
抜
か
れ
ま
し
た

が
、2
0
0
2
年
に
は
『
千
と
千
尋
の
神
隠

し
』
が
あ
っ
さ
り
抜
き
返
し
て
観
客
動
員
数

2
3
5
0
万
人
、
興
行
収
入
3
0
4
億
円
を

達
成
。
さ
ら
に
第
52
回
ベ
ル
リ
ン
国
際
映
画

祭
の
最
高
賞
で
あ
る
金
熊
賞
に
輝
き
、
ジ
ブ

リ
映
画
は
国
内
外
に
フ
ァ
ン
を
持
つ
日
本
映

画
の
代
表
格
に
ま
で
上
り
詰
め
ま
し
た
。

世
界
に
誇
る
文
化
と
な
っ
た

日
本
ア
ニ
メ
の
魅
力

海
外
か
ら
の
評
価
と
い
う
こ
と
で
い
え
ば
、

い
ち
早
く
日
本
の
高
度
な
ア
ニ
メ
制
作
技
術

を
世
界
中
に
知
ら
し
め
た
の
は
、1
9
8
8
年

に
公
開
さ
れ
た
大
友 

克
洋
原
作
・
監
督
の
劇

場
版
『
A
K
I
R
A
』（
東
京
ム
ー
ビ
ー
新

社
、
ア
キ
ラ
製
作
委
員
会
）
で
す
。
制
作
費

10
億
円
を
か
け
た
壮
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
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が
課
題
と
な
っ
て
い
る
」
と
の
こ
と
。
デ
ジ

タ
ル
ア
ニ
メ
は
デ
ー
タ
だ
け
で
作
品
を
管
理

で
き
る
反
面
、
何
ら
か
の
原
因
で
そ
の
デ
ー

タ
が
消
失
し
た
り
、
保
存
媒
体
が
不
具
合
を

起
こ
し
た
り
劣
化
す
る
こ
と
で
永
久
に
そ
の

作
品
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
一
方
、
フ
ィ
ル
ム
で
あ
れ
ば
環
境
さ
え

整
え
れ
ば
数
百
年
の
長
期
保
存
が
可
能
で
す
。

だ
か
ら
作
品
を
後
世
に
残
し
て
い
く
た
め
に

は
、
フ
ィ
ル
ム
保
存
が
確
実
な
の
で
す
。
実

際
、
吉
田
氏
は
「
以
前
、『
名
探
偵
コ
ナ
ン
』

劇
場
版
の
制
作
に
携
わ
っ
て
い
た
頃
、
か
な

ら
ず
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
35
㎜
フ
ィ
ル
ム
原

版
に
戻
し
て
長
期
保
管
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
た
」
そ
う
で
す
。

た
だ
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
フ
ィ
ル
ム
に

よ
る
保
管
に
は
大
き
な
コ
ス
ト
が
か
か
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
ア
ニ
メ
制
作
会
社
の

中
に
は
『
フ
ィ
ル
ム
原
版
は
不
要
』
と
い
う

考
え
の
経
営
者
も
多
数
い
る
の
が
現
状
」。
そ

の
コ
ス
ト
が
経
営
を
圧
迫
し
て
し
ま
う
こ
と

を
考
え
る
と
、
仕
方
の
な
い
面
も
あ
る
の
で

し
ょ
う
。「
と
は
い
え
、
フ
ィ
ル
ム
や
セ
ル
画
、

原
画
、
さ
ら
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
美
術
設
定

な
ど
の
資
料
も
含
め
、
全
て
は
日
本
が
世
界

に
誇
る
ア
ニ
メ
文
化
に
と
っ
て
大
事
な
資
産
。

国
を
挙
げ
て
の
ア
ー
カ
イ
ブ
化
や
保
存
管
理

な
ど
が
必
要
だ
と
思
う
」
と
吉
田
氏
は
話
し

ま
す
。

ネ
ッ
ト
配
信
動
画
の
普
及
で

ア
ニ
メ
作
品
が
さ
ら
に
急
増

日
本
ア
ニ
メ
業
界
は
今
な
お
多
種
多
様
な

作
品
を
生
み
出
し
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
配
信
さ
れ
て
い
る
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
を
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

な
ど
で
手
軽
に
視
聴
す
る
ス
タ
イ
ル
が
普
及

し
た
こ
と
で
、
そ
の
勢
い
は
増
し
て
い
ま
す
。

当
然
、
こ
う
し
た
中
で
若
い
作
り
手
た
ち
が

ど
ん
ど
ん
育
っ
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
に
は
正
解
・
不
正
解
も
マ
ニ
ュ

ア
ル
も
な
く
、
そ
の
表
現
の
可
能
性
は
無
限

大
。
ぜ
ひ
次
世
代
を
担
う
若
手
作
家
や
ス
タ

ッ
フ
た
ち
に
は
、
こ
れ
ま
で
業
界
で
先
人
達

の
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
技
術
を
基
本
と
し

つ
つ
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
た
な
表
現
に
挑

戦
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。QRコードからアクセスし、

ぜひお答えください!

本誌アンケートに答えた方に毎月抽選で

2,0002,000円分を円分を
プレゼント!プレゼント!QUOQUO

カードカード

迫
力
が
出
る
よ
う
あ
え
て
デ
フ
ォ
ル
メ
し
た

り
、
手
描
き
ア
ニ
メ
風
に
し
て
み
た
り
、
と

さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、C
G
の
普
及
と
と
も
に
こ
の
20
〜

30
年
で
進
ん
だ
の
が
ア
ニ
メ
制
作
工
程
の
デ

ジ
タ
ル
化
で
す
。
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
伝
統

的
な
制
作
方
法
と
い
え
ば
、
紙
に
描
い
た
絵

を
透
明
の
シ
ー
ト
「
セ
ル
」
に
転
写
し
絵
具

を
塗
っ
て
セ
ル
画
を
作
り
、

こ
の
セ
ル
画
を
い
く
つ
も

入
れ
替
え
な
が
ら
16
㎜
フ

ィ
ル
ム
や
35
㎜
フ
ィ
ル
ム

で
撮
影
す
る
、
と
い
っ

た
も
の
で
す
。
し
か
し
、

1
9
9
0
年
代
後
半
か

ら
2
0
0
0
年
代
に
か

け
て
彩
色
や
撮
影
、
背

景
美
術
な
ど
が
次
々
と
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
上
で
の
作

業
に
移
行
。
現
在
で
は

絵
コ
ン
テ
や
作
画
の
段
階

か
ら
デ
ジ
タ
ル
で
行
う
ケ

ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

今
や
セ
ル
ア
ニ
メ
は
過

去
の
も
の
と
な
り
、
デ

ジ
タ
ル
ア
ニ
メ
が
主
流

と
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、

吉
田
氏
に
よ
れ
ば
「
そ

の
中
で
作
品
を
い
か
に
永

続
的
に
保
存
し
て
い
く
か

ス
）
で
す
。
セ
ル
画
を
何
枚
も
使
わ
ず
と
も
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
自
在
に
水
の
動
き
な
ど

の
自
然
現
象
を
表
現
し
た
り
、
モ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
プ
チ
ャ
を
使
っ
て
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
実

写
の
よ
う
に
動
か
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
す
。
こ
の
C
G
の
使
い
方
に
つ
い

て
も
、
日
本
は
独
特
。
海
外
と
違
っ
て
、
単

に
動
き
や
リ
ア
ル
さ
の
た
め
だ
け
で
な
く
、

日本アニメ誕生を記録した『にっぽんアニメ創生記』

『にっぽんアニメ創生記』
渡辺泰・松本夏樹 著、2020年、
集英社、2860円

　日本アニメが産声を上げたのは1917年。漫
画家から転じた下川凹天が作った短編映画『凸
坊新畫帖 芋助猪狩の巻』が日本初の商業アニメー
ションで、同年、現存する最古のアニメフィル
ム『なまくら刀』（幸内純一制作）も公開されたと
いいます。本書はこの下川凹天と幸内純一、北
山清太郎という「日本国産アニメのパイオニア3
人衆」を軸として、日本アニメの夜明けの姿を描
いた貴重なドキュメント。アニメ生誕100周年
を記念して一般社団法人日本動画協会が立ち上
げたプロジェクト『アニメNEXT_100』の一環で
企画・出版された一冊です。
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よ
き
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
の
顧
問
先
支
援

―
塚
原
先
生
は
大
学
卒
業
後
、
地
元
の
金

融
機
関
で
の
勤
務
を
経
て
税
理
士
資
格
を
取

得
さ
れ
た
そ
う
で
す
ね
。
異
色
の
経
歴
と
い

え
ま
す
が
、
ど
う
い
っ
た
お
考
え
か
ら
こ
う

し
た
道
を
歩
ま
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

塚
原 

喬
所
長
（
以
下
、
敬
称
略
）　

大
学
4

年
生
の
時
、
思
う
と
こ
ろ
あ
っ
て
「
地
域
の

中
小
企
業
の
経
営
者
の
方
た
ち
の
助
け
に
な

り
た
い
」
と
税
理
士
を
目
指
す
こ
と
を
決
め

た
の
で
す
が
、
い
き
な
り
資
格
を
取
得
し
て

会
計
事
務
所
に
勤
め
る
の
で
は
な
く
、
そ
の

前
に
ぜ
ひ
と
も
経
験
し
て
お
き
た
か
っ
た
の

が
金
融
機
関
の
立
場
で
し
た
。
中
小
企
業
の

経
営
を
資
金
面
で
支
え
る
彼
ら
が
、
ど
う
い

っ
た
基
準
で
貸
付
や
融
資
の
可
否
を
判
断
し

て
い
る
の
か
を
肌
感
覚
で
学
び
た
か
っ
た
の

で
す
。
ま
た
、
も
う
ひ
と
つ
正
直
な
と
こ
ろ

を
言
う
と
、
も
し
税
理
士
資
格
の
取
得
に
手

間
取
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
金
融
機

関
職
員
の
立
場
で
地
場
企
業
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
く
の
も
い
い
だ
ろ
う
と
も
考
え
て
い
ま

し
た
。
幸
い
、
1
年
目
に
1
科
目
を
合
格
す

る
こ
と
が
で
き
、
手
応
え
十
分
だ
っ
た
の
で
、

1
年
間
ほ
ど
で
職
を
辞
し
て
勉
学
に
専
念
し
、

2
年
後
に
は
税
理
士
資
格
を
取
得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
地
元
の
会
計
事
務

所
で
3
年
間
ほ
ど
修
業
し
た
後
、2
0
1
5
年

に
独
立
を
果
た
し
た
の
で
す
。
1
年
弱
と
は

い
え
、
金
融
機
関
で
の
勤
務
経
験
は
そ
の
後

の
私
の
税
理
士
人
生
に
と
っ
て
大
き
な
財
産

と
な
っ
て
い
ま
す
。

「変化に対応し、変わらぬ安心を提供できるよきビジネスパートナーになる」というコンセプトの下、
徹底した管理会計によって地域の中小企業経営者の経営サポートに尽力してきた塚原喬税理士事務所。
所長の塚原 喬先生にその知見とノウハウ、そして今後の展望を伺いました。

管理会計を徹底したサポートで
顧問先の課題解決と組織変革を目指す

事 務 所事 務 所 訪 問

徳島市

所在地 徳島県徳島市住吉1-6-22
TEL 088-624-8570
創業 2015年
職員数 11名
URL https://tsukatax.com/

塚原喬税理士事務所
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末
決
算
の
約
3
カ
月
前
、
そ
し
て
決
算
後
に

行
い
ま
す
。
中
で
も
重
要
な
の
が
決
算
3
カ

月
前
の
打
ち
合
わ
せ
で
す
。
そ
れ
ま
で
の
9

カ
月
の
実
績
を
踏
ま
え
た
上
で
「
今
期
の
業

績
は
お
そ
ら
く
こ
の
く
ら
い
、
納
税
額
は
こ

の
く
ら
い
」
と
そ
の
年
度
の
決
算
予
測
を
立

て
、
デ
ー
タ
か
ら
見
え
て
き
た
経
営
課
題
や

来
期
の
投
資
計
画
な
ど
に
つ
い
て
相
談
す
る

わ
け
で
す
。

顧
問
先
の
新
規
開
拓
と

職
員
の
意
識
改
革
に
尽
力

―
開
業
後
、
す
ぐ
に
そ
う
し
た
管
理
会
計

に
よ
る
経
営
サ
ポ
ー
ト
を
実
践
で
き
た
の
で

し
ょ
う
か
。

塚
原　

い
え
、
最
初
は
か
な
り
苦
労
し
ま
し

た
。
以
前
、
所
属
し
て
い
た
会
計
事
務
所
か

ら
職
員
や
顧
問
先
を
引
き
継
ぐ
形
で
の
開
業

だ
っ
た
の
で
す
が
、
何
し
ろ
当
時
の
私
は
ま

だ
29
歳
。「
従
来
の
や
り
方
を
変
え
ま
し
ょ

う
」
と
言
っ
た
と
こ
ろ
で
周
囲
が
そ
れ
を
す

ん
な
り
受
け
入
れ
て
く
れ
る
は
ず
が
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
顧
問
先
を
新
規
開
拓
し
よ
う

に
も
、
や
は
り
ま
だ
実
績
も
な
い
若
手
税
理

士
に
い
き
な
り
経
営
サ
ポ
ー
ト
を
任
せ
て
く

だ
さ
る
企
業
は
な
く
、
最
初
の
頃
は
ス
ポ
ッ

ト
で
の
決
算
申
告
や
記
帳
業
務
な
ど
を
引
き

受
け
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
そ
の
頃
か
ら
顧

問
先
の
「
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
し
て

「
安
心
を
提
供
で
き
る
」
税
理
士
に
な
る
こ
と

―
そ
う
し
た
経
験
を
踏
ま
え
、
開
業
時
に

は
ど
の
よ
う
な
経
営
方
針
を
掲
げ
ま
し
た
か
。

塚
原　

開
業
当
初
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で

「
変
化
に
対
応
し
、
変
わ
ら
ぬ
安
心
を
提
供
で

き
る
よ
き
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
る
」

と
い
う
理
念
を
掲
げ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て

「
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
し
て
継
続
し
て

顧
問
先
企
業
の
課
題
解
決
や
成
長
に
寄
与
す

る
た
め
に
、
最
も
重
視
し
て
い
る
の
が
管
理

会
計
の
視
点
と
考
え
方
で
す
。
例
え
ば
、
経

営
者
の
方
と
の
打
ち
合
わ
せ
は
最
低
で
も
年

3
回
、
上
半
期
を
過
ぎ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
と
期

は
心
に
決
め
て
い
た
の
で
、
採
算
割
れ
に
な

ろ
う
と
も
決
算
予
測
の
た
め
の
打
ち
合
わ
せ

な
ど
は
積
極
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
う

し
た
努
力
と
思
い
が
徐
々
に
顧
問
先
に
伝
わ

り
、
そ
の
評
判
が
口
コ
ミ
で
周
囲
に
広
が
っ

た
こ
と
で
、
経
営
サ
ポ
ー
ト
の
引
き
合
い
が

増
え
て
い
っ
た
の
で
す
。

―
以
前
、
所
属
し
て
い
た
事
務
所
か
ら
引

き
継
い
だ
職
員
の
方
た
ち
の
意
識
変
革
も
大

変
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

塚
原　

お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。
以
前
は
9

カ
月
の
決
算
を
日
常
業
務
と
し
て
行
っ
て
い

な
か
っ
た
た
め
、
仕
事
の
流
れ
そ
の
も
の
を

変
え
、
慣
れ
て
も
ら
う
ま
で
に
1
年
以
上
か

か
り
ま
し
た
。「
事
前
に
予
測
を
出
し
て
し
ま

う
と
、
決
算
数
字
が
そ
の
通
り
い
か
な
か
っ

た
場
合
に
顧
問
先
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
入
っ
て

し
ま
う
の
で
は
」
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
も
そ
も
不
測
の
事
態
が
生
じ
る
リ

ス
ク
が
あ
る
か
ら
こ
そ
決
算
予
測
を
早
め
に

出
し
、
顧
問
先
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

重
ね
る
中
で
戦
略
を
練
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
の
だ
か
ら
、
予
測
通
り
い
か
な
い
こ
と
を

恐
れ
て
い
て
は
本
末
転
倒
で
す
。
そ
の
こ
と

を
根
気
よ
く
伝
え
て
い
く
う
ち
に
、
顧
問
先

か
ら
決
算
予
測
を
高
く
評
価
し
て
く
れ
る
声

も
上
が
り
、
少
し
ず
つ
職
員
た
ち
の
考
え
や

仕
事
の
仕
方
が
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
今

で
は
、
職
員
自
ら
9
カ
月
決
算
の
資
料
や
資

料
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
を
提
出
し
て
も
ら
え

る
の
で
助
か
っ
て
い
ま
す
。

組
織
変
革
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

経
営
の
実
行
支
援
に
挑
戦

―
管
理
会
計
を
基
本
と
し
た
経
営
サ
ポ
ー

ト
の
ス
タ
イ
ル
が
、
事
務
所
全
体
と
顧
問
先

に
浸
透
し
て
い
っ
た
の
で
す
ね
。

塚
原　

そ
こ
で
今
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
の
が
管
理
会
計
を
通
じ
て

課
題
や
対
応
策
を
提
示
し
た
そ
の
先
、
ま
さ

に
顧
問
先
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

課
題
解
決
を
実
行
支
援
し
て
い
く
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
業
務
で
す
。
そ
の
た
め
に
数
年
前

か
ら
勉
強
を
続
け
、
中
小
企
業
診
断
士
の
資

格
も
取
得
し
ま
し
た
。
実
行
支
援
に
あ
た
っ

て
は
、
経
営
者
の
方
と
の
打
ち
合
わ
せ
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
ク
ラ
ス
の

従
業
員
の
方
と
も
管
理
会
計
指
標
を
共
有
し
、

毎
月
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
組
織
文
化
を

変
革
し
て
い
く
と
こ
ろ
ま
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。―

既
に
そ
う
し
た
実
行
支
援
の
事
例
は
出

て
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

塚
原　

複
数
の
案
件
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
例
え
ば
あ
る
老
舗
小
売
業
の
ケ
ー
ス
で

は
、
半
年
ほ
ど
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
通

し
て
ま
さ
に
経
営
課
題
の
解
決
と
組
織
文
化

の
変
革
が
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
会

社
は
バ
ブ
ル
期
に
在
庫
の
資
産
価
値
が
は
ね

上
が
っ
て
大
き
な
利
益
を
生
み
出
し
た
成
功

（左）一人分が広くスペースがとられ、仕切りで集中
して仕事ができる執務室です

（下）事務所のエントランスには、香川県高松市のモ
スルーム工房（https://mossroom.jp/）が手掛けた「モ
スルーム」が設置されており、苔とミストが涼しげ
に来訪者を癒してくれます
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た
。
彼
ら
に
向
け
て
「
在
庫
金
利
」（
在
庫
保

有
に
よ
る
負
担
を
保
有
期
間
に
応
じ
て
仮
想

の
資
金
コ
ス
ト
と
し
て
示
す
、
管
理
会
計
上

の
金
利
）
の
考
え
方
を
レ
ク
チ
ャ
ー
し
、
こ

の
20
年
間
に
毎
年
、
在
庫
保
管
に
ど
れ
だ
け

の
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
き
た
か
を
明
示
し
た

と
こ
ろ
、
衝
撃
を
受
け
た
彼
ら
は
自
発
的
に

「
2
0
1
5
年
以
前
の
在
庫
を
販
売
可
能
性
な

ど
に
応
じ
て
ラ
ン
ク
分
け
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ラ
ン
ク
に
応
じ
た
管
理
・
処
分
方
法
を
設
定

し
ま
す
」
と
提
案
。
早
速
、
ラ
ン
ク
C
、D

は
価
格
を
下
げ
て
ネ
ッ
ト
で
販
売
す
る
、E
は

処
分
す
る
、
と
い
っ
た
感
じ
で
在
庫
管
理
体

制
を
整
え
つ
つ
在
庫
の
ス
リ
ム
化
を
実
践
し

た
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
み
る
み
る
う
ち
に

棚
卸
資
産
回
転
率
が
上
が
り
、
同
時
に
今
年

度
の
売
上
も
前
年
度
比
2
〜
3
割
増
を
見
込

体
験
か
ら
「
在
庫
は
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
た

ほ
う
が
い
い
」
と
い
う
先
代
の
考
え
方
が
今

も
息
づ
い
て
お
り
、
実
際
に
20
年
以
上
も
前

の
在
庫
が
か
な
り
の
量
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て

い
る
の
が
問
題
で
し
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
借
入
先
の
金
融
機
関
か
ら
も
た
び
た
び
指

摘
を
受
け
て
き
た
そ
う
で
、
経
営
層
も
頭
を

悩
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
私
は
最
初

か
ら
在
庫
過
多
を
悪
と
決
め
つ
け
る
の
で
は

な
く
、
何
年
度
の
在
庫
が
ど
の
く
ら
い
残
っ

て
い
る
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
回
転
率
は
い
か

ほ
ど
か
、
製
品
と
し
て
価
値
は
あ
る
の
か
な

ど
の
デ
ー
タ
を
見
え
る
化
し
、
そ
れ
を
も
と

に
今
後
の
在
庫
管
理
に
つ
い
て
考
え
る
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た
の
で
す
。
当
然
、
そ
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
は
経
営
層
だ
け
で
な
く
、

現
場
の
従
業
員
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し

む
な
ど
極
め
て
好
調
に
推
移
し
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
在
庫
管
理
体
制
の
構
築
な
ど
に
向

け
た
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
全
て
議
事
録
を
取
っ

て
お
り
、
こ
れ
が
経
営
課
題
の
解
決
や
組
織

文
化
の
変
革
を
示
す
記
録
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
金
融
機
関
か
ら
の
評
価
に
も
大
い
に
貢

献
し
ま
し
た
。

―
そ
う
し
た
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
ど
の
程
度
、
職
員
の
方
た
ち

と
共
有
で
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

塚
原　

そ
れ
が
な
か
な
か
難
し
い
と
こ
ろ
で
、

私
が
単
独
で
2
〜
3
件
手
掛
け
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。
税
務
や
管
理
会
計
の
み
な
ら
ず
、

経
営
の
知
識
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
力
な
ど
も
必
要
に
な
っ

て
く
る
業
務
で
あ
る
た
め
、
一
朝
一
夕
で
は

と
て
も
習
得
で
き
ま
せ
ん
。
幸
い
、
当
事
務

所
に
は
勉
強
熱
心
な
職
員
が
多
い
の
で
、
少

し
ず
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

―
最
後
に
今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

塚
原　

経
営
の
実
行
支
援
に
ま
で
踏
み
込
ん

だ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
は
、
中
小
企
業

の
経
営
数
字
に
触
れ
る
税
理
士
に
と
っ
て
大

き
な
使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
顧
問
先
に
多
く
の
「
安
心
を
提
供
で
き
る
」

よ
う
、
私
自
身
が
研
鑽
を
積
む
の
は
も
ち
ろ

ん
、
事
務
所
全
体
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

―
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

母が学校の先生だったこと、進路に悩ん

でいる時に教師たちに相談に乗ってもらった

ことなどから「将来は自分も教師になって、

子どもたちを支えてあげたい」と考えてい

たという塚原先生。数学教師になろうと理

学部へ進学し、教員免許を取得されました

が、大学4年間続けたワインバーでのアルバ

イトを通してさまざまな立場の大人たちを接

客する中で考えに変化が。企業経営者の悩

みに触れて、彼らをサポートする仕事がした

いと考えるようになったのです。そして、金

融機関で働いた後に税理士として独立する

キャリアを思い描き、大学卒業後はまず地

方銀行に就職。在職中の1年間と退職後に

勉学に励んだ末、税理士資格を取得。地元

の会計事務所で約3年間修業した後、2015

年に独立開業を果たされました。

税理士までの歩み

本格的な経営コンサルティングに尽力する塚原 喬先生
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日
時　

2
0
2
2
年
7
月
26
日（
火
）

会
場　

株
式
会
社
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス
な
ら
び
に
全
国
各
所

（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

議 

題
第
1
号
議
案
　
第
46
期
事
業
報
告
承
認
の
件

第
2
号
議
案
　
第
46
期
収
支
決
算
承
認
の
件

監
査
報
告

第
3
号
議
案
　
第
47
期
事
業
計
画（
案
）承
認
の
件

第
4
号
議
案
　
第
47
期
収
支
予
算（
案
）承
認
の
件

第
5
号
議
案
　
役
員
改
選（
案
）承
認
の
件

第
6
号
議
案
　
顧
問
委
嘱
の
件

報
告
事
項

（
1
）新
任
副
会
長
の
件

（
2
）『
第
46
回
全
国
統
一
研
修
会 

い
わ
て
盛
岡
大
会
』開
催
の
報
告

（
3
）各
単
位
会
の
状
況

（
4
）各
委
員
会
の
活
動

（
5
）M
J
S
の
現
状

（
6
）そ
の
他

次
の
方
々
が
連
合
会
副
会
長
と
し
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
対
面
と
リ
モ
ー
ト
会
議
を
組
み
合
わ
せ
る

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
で
の
開
催
も
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た

九州会 
笹田 毅　新会長

関東信越会
今井 彰　新会長

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
お
よ
び
各
単
位
会
の
定
期
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

日時／2022年7月6日（水）
会場／リーガホテルゼスト高松
≪審議事項≫
第1号議案～第4号議案承認
≪記念講演会≫
演題／日本の防衛（私見）
講師／元海上自衛隊海将・横須賀地方総監、
 博海堂株式会社 代表取締役、香川大学客員教授、
 防災士（日本防災士機構認定）　髙嶋 博視 氏

四 国 会

九 州 会

日時／2022年6月6日（月）
会場／ザ・ナハテラスならびに各所（ハイブリッド開催）

≪審議事項≫
第1号議案～第4号議案承認
≪講演会≫
演題／最近の金融経済情勢～世界経済・
 日本経済・沖縄経済の現状と見通し～

講師／日本銀行 那覇支店長　飯島 浩太 氏

沖 縄 会

日時／2022年6月23日（木）
会場／名鉄グランドホテル
≪審議事項≫
第1号議案～第4号議案承認
≪記念講演会≫
演題／法人税関係の気になる裁決事例（2）
講師／MJS税経システム研究所 顧問　税理士

 植田 卓 氏

中 部 会

日時／2022年7月14日（木）
会場／ホテルグランヴィア大阪
≪審議事項≫
第1号議案～第3号議案承認
≪記念研修会≫
演題／配偶者と相続税及び贈与税
 ～配偶者に係る相続税・贈与税の取扱い～

講師／税理士　武田 秀和 氏

近 畿 会

中 国 会

日時／2022年7月7日（木）
会場／ホテルブリランテ武蔵野
≪審議事項≫
第1号議案～第5号議案承認
≪記念講演会≫
演題／どうなる日本経済! 経済予測と企業経営
講師／株式会社第一生命経済研究所経済調査部
 首席エコノミスト　永濱 利廣 氏

関東信越会

東 京 会

日時／2022年6月10日（金）
会場／ANAクラウンプラザホテル金沢
≪審議事項≫
第1号議案～第5号議案承認
≪記念講演会≫
演題／サイバー担当元刑事が教える採用面接で応募者の素

がわかるSNS調査術～ネットを使って人を見抜く～

講師／一般社団法人日本刑事技術協会 理事、サイバー
 犯罪・薬物銃器犯罪専門家　森 雅人 氏

北 陸 会
日時／2022年7月22日（金）
会場／ホテル黒部
≪審議事項≫
第1号議案～第3号議案承認
≪講演会≫
演題／地域活性化とオホーツク
講師／アグリイノベーション大学校 顧問、
 前東京農業大学 教授　黒瀧 秀久 氏

北 海 道 会

日時／2022年7月8日（金）
会場／ホテルメトロポリタン盛岡
≪審議事項≫
第1号議案～第5号議案承認
≪講演会≫
演題／新渡戸稲造生誕160年
 ～人を耕し、世界を拓く～

講師／盛岡市先人記念館 館長　久保 智克 氏

東 北 会

第
47
回
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
定
期
総
会
報
告

単位会  
定期総会報告

日時／2022年7月13日（水）
会場／ホテルグランヴィア岡山
≪審議事項≫
第1号議案～第4号議案承認
≪記念講演会≫
演題／相続税の“鉄則”に従ってはいけない

ケースとその留意点
講師／MJS税経システム研究所　中島 孝一 氏

日時／2022年7月1日（金）
会場／ハイアットリージェンシー東京
≪審議事項≫
第1号議案～第4号議案承認
≪研修会≫
演題／待ったなし! インボイス制度の
 徹底検証～令和4年度改正を踏まえて～

講師／税理士　熊王 征秀 氏

日時／2022年7月20日（水）
会場／リーガロイヤルホテル小倉
≪審議事項≫
第1号議案～第4号議案承認
≪講演会≫
演題／小倉藩余滴～小倉城築造から奇兵隊との戦いまで～

講師／西日本国史文化研究所所長、全国戦史研究会会長、
乃木希典小倉顕彰会会長、

 門司港レトロFM顧問　菊池 満 氏
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2
0
2
0
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

足
摺
の
原
生
林
か
ら
太
平
洋
に
至
る

生
態
系
を
リ
ア
ル
に
再
現

土
佐
清
水
市
に
あ
る
高
知
県
立
足
摺
海

洋
館
は
、
土
佐
清
水
市
の
竜
串
地
域
が

1
9
7
2
年
に
足
摺
宇
和
海
国
立
公
園
に

指
定
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
1
9
7
5
年
に
開

館
、
以
来
3
0
0
万
人
を
超
え
る
お
客
様
が

訪
れ
て
く
れ
た
地
域
を
代
表
す
る
観
光
施
設

で
す
。
し
か
し
、
開
館
か
ら
お
よ
そ
40
年
が

経
過
し
た
2
0
1
3
年
の
耐
震
検
査
に
よ

り
、
耐
震
基
準
が
満
た
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

が
判
明
。
ま
た
、
入
館
者
数
の
減
少
傾
向
が

続
き
、
観
光
の
核
と
し
て
の
役
割
や
生
涯
学

習
の
場
と
し
て
の
機
能
が
果
た
せ
な
い
状
況

に
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
場

で
の
議
論
を
経
た
後
、
竜
串
地
域
、
ひ
い
て

は
高
知
県
西
部
の
観
光
を
牽
引
す
る
施
設

と
し
て
、2
0
2
0
年
7
月
に
足
摺
海
洋
館

「
S
A
T
O
U
M
I
」
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
を
果
た
し
ま
し
た
。

足摺の生態系をリアルに再現した
高知県立足摺海洋館「SATOUMI」

四国会企画

四国最南端の地「足摺岬」を擁する高知県土佐清水市。その竜串エリアに位置し、2020年7月にリニューアルオープンしたのが高知県
立足摺海洋館「SATOUMI」です。目の前に広がる美しい海の中を体感できる竜

たつくし

串湾大水槽や外洋と深海に生息する海洋生物の展示、プ
ロジェクションマッピングで演出された「足摺の原生林」エリアなど、足摺宇和海国立公園の豊かな自然を満喫できる展示内容になっ
ています。その楽しみ方やこの地域ならではの海洋特性、アクティビティなどについて、同館総務企画課にご紹介いただきました。

竜串湾を望んで建つ海洋館SATOUMI。右手に海底館、
左手には竜串・見残しの奇岩が見える

広域地図と足摺海洋館「SATOUMI」の案内

高知県立足摺海洋館「SATOUMI」の外観。施設は2階
建てで展示は大きく6つのエリアに分かれている。常
設水槽70基。開館時間9：00～17：00、年中無休

足摺の原生林を再現。足摺半島にはスダジイをはじ
めとする常緑広葉樹を中心とした巨木が鎮座する森
が広がっており、SATOUMIの展示は山や川、海を
再現している
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竜串湾大水槽。サンゴと色鮮やかな熱帯魚やイシダイなどの温帯性の魚を展示。
海洋館の目の前の竜串の海には108種ものサンゴが生息しており、シコロサンゴ大
群落をはじめとする「見残湾の造礁サンゴ」は高知県の天然記念物に指定されている

ウミウシやクラゲの展示水槽ショップには高知県西部の土産品が並ぶ

桜浜をはじめ足摺・竜串の海岸にはアカ
ウミガメが毎年産卵にやってくる砂浜が
ある。こちらの展示はアオウミガメ

外洋水槽。マグロやカツオ、サバなど回
遊魚と呼ばれる魚たちが暮らす外洋は、
黒潮が生み出す豊かな恵みの象徴。多
面的な水槽で、清水サバ（ゴマサバ）、アジ、
サメ、エイの仲間を観賞することができる

かつて日本に広く生息していたニホンカ
ワウソは2012年に絶滅種に指定。ここ
ではユーラシアカワウソを展示している

ショップ併設のカフェ・カレント

INFORMATION

●手軽に海中散歩が楽しめる
竜串海域公園のランドマーク「足摺海底館」

足摺宇和海国立公園の中にある竜串・見残しエリアのシンボル的な
海中展望塔。今年で開館50年を迎え、今年度中には国の登録有形
文化財（建造物）として登録予定となっています。このエリアには
黒潮の恵みを受け、豊かな自然環境の中で育まれてきた多数の造
礁サンゴや魚たちが生息しており、水面下7mにある海中展望室か
らはテーブルサンゴ、シコロサンゴをはじめ、熱帯魚やハリセンボ
ン、時にはウミガメ、イワシ、キビナゴなど竜串湾に生息するさま
ざまな生き物たちの姿を直接観察することができます。
住所：土佐清水市三崎地先　℡0880-85-0201

●美しい竜串湾の海中の様子を船底から直接観察できる
「グラスボート」

日本で最初に海中公園（正式名称は竜串海域公園）に指定された竜串
湾の海中を船底から直接観察することができるグラスボート。日
本最大級の規模を誇るシコロサンゴの群体のほか、見残し海岸で
は風や波に浸食された海岸線を眺めることが可能。また、グラス
ボートで渡った先では「奇岩の異空間」でのハイキングも楽しめま
す。
住所：竜串海中観光　土佐清水市三崎4135-2

竜串観光汽船　土佐清水市竜串19-10

●50000点の貝を展示する「海のギャラリー」
海洋館から徒歩10分の距離にある日本でも珍しい貝類展示館。日
本の三宝と称されるテラマチダカラ、オトメダカラ、ニッポンダカ
ラをはじめとして、1m以上の大きいものから、1mm以下の小さい
ものまで約3000種50000点の貝を展示しています。
住所：土佐清水市竜串23-8　℡0880-85-0137

●国際人ジョン万次郎の生涯を紹介する「ジョン万次郎資料館」
土佐清水市中浜出身の中浜万次郎（ジョン万次郎）は14歳の時、出
漁中に遭難し、アメリカの捕鯨船に救助されました。そして、アメ
リカで英語や航海術などを習得した後に鎖国中の日本に帰国。そ
の情報・知識・技術は坂本竜馬をはじめ、多くの人物に影響を与えま
した。この資料館ではジョン万次郎の生涯を模型やパネル展示を
通して紹介。2018年のリニューアルオープン以降は、海を描いたト
リックアートや波のプロジェクションマッピングなどが導入され、
大人から子どもまで幅広い世代が楽しめるようになっています。
住所：土佐清水市養老303　℡0880-82- 3155 

●自然の力が生み出した奇岩を観賞できる「見残し海岸」
歩いていくにはあまりにも難所のため、弘法大師がこの地を見残
したことからこの名がついたとされる景勝地。現在はグラスボー
トで渡ることができ、波や風に浸食された奇岩を観賞することが
できます。
住所：高知県土佐清水市竜串

●足摺宇和海国立公園
1972年に誕生した国内26番目の国立公園で、変化に富んだ海岸景
観が特徴。面積は高知県、愛媛県をまたいで1万1345ha（陸域）に
達します。高知県の足摺地域は豪壮な断崖絶壁が続き、黒潮の影響
で海水温が高いことから亜熱帯性の海洋生物やサンゴが観察でき
るのが魅力。一方、愛媛県の宇和海地域は典型的なリアス式海岸
で、繊細な入り江と島嶼景観があります。公園エリア内には日本
有数のダイビングスポットが点在する他、内陸部には標高1000m
級の山々や自然林も多く、冬期には山間部に雪が積もることも。
今年は11月に国立公園指定から50年目を迎えるため、さまざまな
50周年記念イベントが公園内各地で開催中。土佐清水市ではフォ
トコンテストやスタンプラリーなどが行われています。
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洋
だ

ジョン万次郎資料館

赤と白にペイントされた海中展望塔「足摺海底館」。ら
せん階段を降りた先にある部屋には丸い窓があり、そ
こから海中を眺めることができる。また、高さ10mの
展望室からは雄大な太平洋を一望できる

貝類の博物館「海のギャラリー」。約3000種50000点
の貝を展示

竜串湾大水槽は水面からも生き物たちを眺めることが
できる。水槽と海がつながっているように見える人気
の撮影スポット

竜串・見残しの海岸に広がる「奇岩」。見残し海岸は
風や波の浸食でできた奇岩の宝庫で、地質の博物館
とも呼ばれている

※写真提供：足摺海洋館、土佐清水市

グラスボートからは海底のサンゴ礁と熱帯魚が目の
前に
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表紙の写真 　「大歩危小歩危（おおぼけこぼ
け）」は、2億年の時を経て四国山
地を横切る吉野川の激流によっ
て創られた約8kmにわたる渓
谷で、大理石の彫刻がそそりた
っているかのような美しい景観
を誇ります。大歩危峡は2014
年3月18日に国指定の天然記念
物に指定され、15年10月7日に
は国指定名勝となっております。

（阿波ナビより）

「静寂に包まれる
大歩危峡・小歩危峡」

（徳島県三好市）

ホームページにて本誌データを公開しています! こちらもご覧ください

https://www.mirokukai.ne.jp/channel/index.html

ミロク会計人会

MJSより
製品解説の動画などを
YouTubeで配信中！

MJS YouTube
公式チャンネル

ミロク会計人会からのお知らせ

毎年開催している人気の「実践セミナー」。
そのオンライン版が、ミロク会計人会ホームページにて、会計人会の会員限定で公開中です。

“時間や開催場所”の都合で実際のセミナーに参加できなかった方はぜひご活用ください！

１．ミロク会計人会ホームページへアクセス

https://www.mirokukai.ne.jp/

２．ID・パスワードを入力しログイン ３．オンラインセミナーにアクセス

視聴回数などの制限はありません。無料で、何度でも視聴できます。
先生だけでなく、事務所の職員の方もぜひご覧ください。

※ID・パスワードをお忘れの方は、ログインページ右下
「パスワードをお忘れの方はこちら」からお問い合わせください。

タブレットからも
閲覧できます！

会員限定 無料 Web特別版

オンラインセミナーのご案内
―職員の皆様のスキルアップにお役立てください―

会員限定、無料で視聴可能

オンラインセミナーへのアクセスはかんたん3ステップ

QRコードでWeb検索から

会計人会

ログイン
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